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BeitragezurKlinikderTuberkulose.B己80,H.3,1932.

胸 腔 内 皮 膚 檬 嚢 腫 ノ診 断 及 療 法 二就 テ

PaulStarcke(Heidehaus):ZurDiagnoseund

BehandlungderintrathorakalenDe㎜oidcyste.

36歳 ノ婦 人 二登 見 シ 且 治 療 セ ル臨 脈 例 ノ報 告 ナ リ。

-Z窮 眞 ニ ヨ レバ左 肺 下 野、 心臓 二va・yテ 約 手 拳 大 ノ

輪 廓 比 較 的 明 カナ ル 腫 瘍 状 陰 影 ア リ。 咳 漱 喀 疾 ノ多

キ ヲ圭 訴bス 。 輕 度 ノ駿 熱 ア リ。 始 メ(1926)肋 骨 切 除

後 肺 ヲ外 科 的 二 開 ケ ル ニ悪 臭 ア ル 膿 ヲ多 量 二排 出 シ

壌 疽 洞 ア リ。4年 間殆 ド同様 二経 過 シ、1930年 二第

3同 手 術 ヲ行 ヘ ル際 、 毛 髪 ヲ登 見 シ皮 膚 標 嚢 腫 ナ ル

コ トヲ知 リ、40日 後 第4同 手術 ニ ョ リテ共 一 部 ヲ切

除 セ1,。 全 部 ヲ探 リ得 ズ。1932年 二至 ル モ大 膿 同 様

ノ病 状 ニ シテ 生 存 セ リ。 喀 廣 二 弾 力繊 維 ヲ見 ル ト云

フ,著 者 ノ・根 本 的 切 除 ・・不 可能 ナ ル モ外 科 的療 法 ノ

必 要 ナル コ トヲ説 ケ リ,(岡 抄)

血 中 結 核菌 、 其血 中 二於 ケ ル状 況 卜血 液 ヨ

リ ノ培 養

JohannesGuischard(Heidehaus);Tuberkel・

bazillenimBlut.IhrVerhaltendarinunddie

Ztichtung∂usdemBlut.

著 者 ノ・現 在Clausthal/Schwarzenbachノ 治 療 所 二

Chefarztト シテ 勤 務 セル モ、 本 報 告 ノ・1911-1914年

ノ間 二Heiedhaus二 於 テ故0・Zieglerノ 下 ニテ實

験 セ ル モ ノ ナ リ。 大 戦 ノ爲 メ登 表 ノ機 ヲ失 ヒ シモ ノ

ナ リ。 近 時再 ビ血 中 結 核 菌 問 題 ノ論 議 セ ラル ・二鑑

ミテ 獲表 セ,レモ ノ ナ リ ト云 フ。 正 中静 脈 ヨ リ20蝿/

血 ヲ探 取 シ、 染 色槍 鏡 、 培 養 、 動 物 移 植 及 ビ組 織 學

的槍 索 ヲ行 ヘ リ。 動 物 ・・天竺 鼠 ヲ使 用 セ リ。 共 一部

ノ・1912及1913年 二報 告 セ リ ト云 フ。 患 者 ノ・第3期
　

ノ高 熱 アノレモ ノ ナ リ。 叉 外科 的結 核 、 新 鮮 ナ,レ結 核

屍 ノ心 血 ヨ リモ同 様 ノ 實験 ヲ試 ミタル 、 多 轍 ノ例 二

就 テ行 ヒ タ ル モ1同 モ 成 績 陽 性 ナ ラ ズ。 叉 天 竺 鼠 ニ

シテ結 核 症 二罹 患 セ ル モ ノ ナ ク、 且R6mer反 慮 陽 性

1・ナVJレ モ ノ1例 モ ナ カ リキ。

次 ギ ニ實 験 動 物 ノ 血 中 二逡 入 セ ル 結 核菌 ガ幾 日間 血

中 ヨ リ詮 明 セ ラル ・ヤ ヲ試 ミタ リ。 一 白金 耳 ノ培 養

菌 膜(肉 汁 培 養)ヲ 生 理 的食 臨水 二 浮 游 セ シ メ、 家 兎

(牛 型 菌 ヲ用 フ)ノ 耳静 脈 ト天 竺 鼠(人 型 菌 ヲ用 フ)ノ

心室 内 二 入 ル。 各3頭 。 何 レ モ3日 置 キニ 心臓 ヨ リ

家 兎5蛭 。 天 竺 鼠2耗 ヲ探 血 シ、 培 養 及動 物 移 植 ヲ

試 ミタ リJ9乃 至11日 迄 ・・血 中 二詮 明 シ得 シモ、12

日以 後 ニ ノ・何 レモ陰 性 ナ リキ。

故 二著 者 ハ血 液 ・・恰 モ河 水 ノ 自家浮 清 二讐 フ可 キ現

象 ヲ示 シ、 菌 ・・血 中 ニ テ塙 加 ス ル コ トナ ク、 叉 血 中

二入 ル モ必 シ モ 粟 粒 結 核 症 ヲ起 サ ズ。 以 上 ヲ総 括 ヅ

テ 考 フル ニ血 中菌 ノ・診 漸 及 豫 後 ノ考 案 二 關 シテ領値

ヲ有 セ ズ ト否定 セ リ。(岡 抄)

肺 門 附 近 ノ空 洞 ノ外 科 的 療 法

Th.Plieninger(Scheidegg):Diechirurgische

BehandlungderhilusnahenKaverne.

著 者 ・・12、13、14歳 各1名/見 童 二 見 タ ル 表 題 ノ

空 洞 ヲ人 工 氣 胸 ニ ヨ リテ治 療 セ ル モ、 何 レモ空 洞 縮

小 ヲ示 サ ズ。 之 レ解 剖學 的 造構(肺 組 織 ノ)ヨ リ然 ル

モ ノニ ジテ、 全 部 失 敗 二終 レ リ、 故 二肺 門 附 近 ノ空

洞 二氣 胸 ヲ 行 フ・・禁 忌 ナ リ トセ リ。 然 ル ニ 同様 ノ所

見 ア リ シ12歳 ノ見童/1例 二横 隔 膜 紳 経 捻 除 ヲ行 ヒ

シニ著 シキ奏 数 ヲ見 タ リ。 故 二 本 症 ニ ノ・紳 経 捻 除 術

ヲ適 慮 ト認 ム ト云 ヘ リ。(岡 抄)

限 局 性 肋 膜 炎 性 遺 瑛 像 卜其 鑑 別 診 断 上 ノ意 義

FrankKellner(Kassel):Circumscriptepleuri-

tischeRestzust註ndeundihredifferentialdiag・

nostischeBedeutung.

2乃 至10年 間 二亙 リテ槻 察 セ;レ5例 ノ報 告 ナ リ。 著

者 ノ謂 フ 限 局性 肋 膜 炎 性 遺 残 像 ナ ル モ ノノ・、 圭 トシ

テ肺 尖 部 二 現 ハ レ シ 限 局 性 禰 蔓性 陰 影 ニ シテ、 之 レ

ニ細 索 状 絞 理 ト綱 状 造構 トヲ有 ス ル モ ノナ リ。 是 等

ノ・多 年 ノ観 察 ノ結 果 何 レ モ不 攣 ナ ル像 ヲ示 シ、 不 良

ナ ル結 果 ヲ 來 セ シコ トナ カ リ シ ト云 フ。 此 陰 影 ノ・肺
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内 陰 影 ト匠 別 サ;レ可 キ モ ノ ニ シ テ、 倣年 間経 過 ヲ観

察 ス ベ シ。i透覗 モ亦 必 要 ナ リ。(岡 抄)

呼 吸 及 ビ血 「ガス 」ノ臨 躰 的 検 索

K.Jansen,H.W.KnippingundK.Stromberger:

KlinischeUntersuchungenuberAtmungund

Blutgase..

「が ス」代 謝 、 呼 吸及 ビ血 「ガス 」等 ガ全 膿 トシテ 如何

ナル 相 互 關 係 ノ 下 二作 用 シツ ・ア リヤ ヲ 同 時 的 二 知

ラ ム トシ テ企 テ ラ レ タ,レモ ノナ リ。

血 「ガ ス」ノ検 索 ニノ・、動 脈 及 静 脈 血 ヲ各20耗 宛 上 腰

ヨ リ探 リ、vanSlykeノ 歴 力 計 式 「がス 」分 析 器 及 ビ

Haldaneノ 張 力計 測 器 ヲ使 用 セ リ。 各 血 ノ酸 素 及 炭

酸 「ガ ス」ノ状 態 ヲ観 察 ス,之 レ ト同 時 二呼 吸 二關 シ

テ次 ノ如 キ諸 事 項 ヲ同 時 二研 究 セ リ。

呼吸 鍛 、 容 積 、 「リズ ム」、 「分 容積 」(Minutenvolum)

i速度 、 呼 吸 商 、 肺 活 量、 呼 吸 限界 値(Atemgrenzwert)

呼 吸貯 藏(Atemreseroe)、 遣 淺 氣(Residualluft)、 酸

素 不足(Sauerstoffdefizit)等 ノ他 二猫 ホ筋 作 業 描 鴇 法

(Ergographie)ヲ 行 ヘ リ。 此 内遺 淺 氣 ヲ除 ク他 ・・総 テ

自働 記 載 ヲ行 ヘ リ。 肺 活 量計 ニ ノ・容 量16立 ノモ ノ ヲ

使用 ス。 槍 査 セ ル疾 患 ノ・肺 、循環 器、紳 経 中 椹 、 腎 、

血其 他 腎 、中毒 等 ノ諸 症 ニ シ テ、肺 疾 患 ハ 中 椹 型 、 呼

吸障 碍 、 肺 内血 空 氣分 布 障 碍 、Pneumonose等 二分 チ

テ記載 セ リ。共 各 々二 考按 ヲ附 ス。猫 作 業 能 槍 査 ヲ之

調 査考 案 シ、 酸 素 療 法 二亙 テ論 述 ス 。(岡 抄)

結 核 症 、 特 二外 科 的 結 核症 二留 意 セ ル 白血

球 像 ノ左 方 推 移

FranzRamel(ZOrich):DieLinksverschiebung

imweiBenBlutbildbeiderTuberkulose,mit

besondererBerUcksichtigungderchirurgischen

Tuberku】ose.

本業 績 ・・Guggenheimノ 報 告(Beitr.Klin.Tbk

Bd.73,1930)二 鉄 ヶ タ ル外 科 的方 面 ヲ補 遺 セ ム ト企

テ タ ル モ ノナ リ。 血 球 計 算 ト赤 血 球 沈 降 速 度 トヲ同

時 二観 察 セ リ。 活 動 性 肺 結 核 症44、 同上 非 活 動 性5、

肺外 結 核 症(腹 膜 、 皮 膚 、 淋 巴腺 、 耳)13、 骨 及 關節

結 核 症30、,泌 尿 器 結 核 症12、 其 他2例(全 部106例).

ナ リ。 其 結 果 ヲ見 ル ー 空洞 性 及 慢 性 肺 結 核 症 ト泌 尿

器結 核 症 ヲ除 キ、 其 他 二於 テ ノ・殆 ド爾 槍 査 一 致 セ ズ。

i著者 ノ・白血 球 左 方 推 移 ヲ以 テ活 動 性 ト考 フ。 共 決 論

二 於 テ腎結 核 症 ・・殆 ド常 二 白血 球 左 方 推 移 ヲ件 ヒ、

特 異 ノ血像 ヲ示 ス。 白血 球 左 方 推 移 現 象 ・・赤 血 球 沈

降速 度 ヨ リモ更 二結 核 症 ノ 活 動 性 二關 シ、 精 細 ナル

事 態 ヲ示 ス.叉 赤血 球 沈 降 速 度 ノ・病 理 解 剖 的 二 治 癒

二赴 ク モ猫 速 度昂 マ レ リ。 而 シテ 白血 球 左 方推 移 ガ

非 活動 性 ヲ示 ス モ猶 速 度 培 加 セ リ ト云 ヘ リ。 抄 者 日

ク.成 績 ノ・甚 興 味 ア ル モ決 論 二至 テ ハ 猶 考 慮 ノ飴 地

ア ル可 シ。

(岡 抄)

結 核症 卜白血 球 核形 左 方 推 移(泊 療 所 患 者 二

於 ケル経 験)

MariaWalter(HeilstatteBraunwaId):Tuber-

kuloseundLinks-verschiebungimweissen

Blutbild.

前 記Fr・Ramel/i業 績 ト同 様 ノ意 味 二 於 テ、 治 療 所

患 者 二就 テ 観 察 セノレモ ノニ シテ 、 赤 血球 沈 降 度 ヲ観

測 セ ル コ1・モ亦 同襟 ナ リ。 活 動 性 肺 結 核 症60、 同上

非 活 動 性18、 肺 外 結 核 症10、 共 他5(総 藪93例)ナ

リ。 活 動 性 肺 結 核 症 ノS6.2%二 左 方推 移 ヲ見 ル モ、

非 活 動 性 ニ ハ全 然 ナ ン。 肺 外結 核 症 ニ ハ屡 く現 ・・ル。

初 期 結 核 症(早 期 浸潤 二 次 性浸 潤 等)二 於 テ ノ・左 方推

移 ノ 偵値 少 シ。 豫 後 二關 シ テ ノ・軍 二 白血 球 像/ミ ヲ

以 テ 云 々 シ得 ズ。 但 シ左 方 推 移 長 ク 復 蹄 セ ザ ル・・豫

後 不 良 ニ シテ、 漸 次 二復 蹄 シ來 ノレ・・可 夏 ナ リ。

(岡 抄)

肋 膜 内澆 灼法 後 二於 ケ ル特 異 ナ ル併 襲 症 例

H.C.Gloz(Sch6mberg):EigenartigerKomp-

likationsFallnacheinerendopleuralenKaustik.

28歳 ノ男性 ニ シテ左 肺 上 葉 二 空 洞 ヲ見 タ ル故 之v二

3同 二亙 リ500乃 至1000ノ 人 工 氣 胸 ヲ行 ヘ リ。索 状 癒

著 ノ爲 メ空洞 縮 小 セ ズ。 故 二Jakobaeus氏 法 ニ ヨ リ

索状 癒 著 ヲ 縦 隔賓 二近 キ 施 ニ テ 肋 膜 内嶢 灼 ヲ行 ヒテ

切 断 セ リ、 共 後結 核 菌 陰性 トナ リ氣 胸 敷 果 ア リ シモ

漸 次 左側 同蹄 紳 経 ノ 完 全 ナ ル麻 癖 ヲ來 セ リ。 原 因 ハ

熱 ニ ヨ♪レ退行 攣性 ナ ル 可 ク、 直接 ノ 焼 断 ニ ノ・非 ズ ト

ナ セ リ。.(岡 抄)

Zeitschriftf並rTuberkuloseB己61,H.5,1931.

肺 結 核 二於 ケ ル大 軍 核 白血 球 増 多 症

HermanIVos;DieMonozytosebeider

LungentuberkuIose.

大 輩 核 白血 球 培 多 症 ハ、 成人 ノ肺結核 ニハ非常 二屡
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く見 プ レ、 ソ シテ コ レハ輕 症 者 ヨ リモ重 症 者 二 多 イ。

豫 後 良 好 ナ モ ノデ ノ・大 軍 核 白血 球 壇 多症 二 倫 加 ヘ テ

白血 球 壇 多 症 が俘 フ ガ、不 良 ナ モ ノ ニ於 テ ノ・、之 二反

シ テ 白血 球 減 少 症 が ア リ伺 同時 二 中性 多 核 白血 球 ノ

幼 若 型 ノ壇 加 ヲ伴 フ(左 方 移 動)。 結 核 デ ノ・大 軍 核 白

血球 培 多 症 二於 テ所 謂Schillingノ 移 行 型 ・・ア マ リ見

ラ レナ イ。 ア メ リ カ ノ槍 査 者達 ハ、 氣 儘 ナ 訊 明 ノ結

果 次 ノ様 二 云 ツ テ ヰ,レ 帥 チ ソ レニ ヨ ル ト、 末梢 的 ナ

血 液 攣 化 デ ハ 結 核 病 竈 ト病 理 組織 學 的細 胞 反 磨 トノ'

何 等 直 接 的 ナ關 係 ガ ナ イ。 コ レニ依 ツ テ、軍 核細 胞 ニ

ノ・、結 核 ノ構 成 ト破 壌 ノニ ツ ノ作 用 ガア,レ。從 ツテ 、

大 軍 核 白血 球 培 多 症 ニモ ソ ノ 豫 後 ニ ツ イ テ、 ニ ツ ノ

全 ク異 ツ タ説 が成 立 ス ル ノ デ ア ル。(矢 部渡 抄)

健 康 ナ動 物 及 ビ結 核 性 ノ物 動 二長 期 間 「ヴで

ガ ン トール 」特 二 「ヴィガ ン トー ル 」十 「カ ル シ

ウム 」ヲ與 ヘ シ作 用 ニツ イ テ

A.LoewyundW.GrUninger:OberdieWirkung

langererVigantol-bzw.Vigantol-undKalziumzu

fuhraufgesundeundtuberkul6seTiere.

検 査 ニ ノ・健 康 ナ 「モ ル モ ット」 ト結 核性 ノ 「モ ル モ.ッ

ト」ヲ使 ツ タ。 ソ シテ コ レニ 「ヴィガ ソ トール 」力叉 ノ、

「加 レシ ウ ムグ ル コナ ー ト」ヲ、 或 ノ・雨 者 ヲ混 合 シテ

用 ヒタ。 「ヴィガ ン トー ル」ノ・適 當 量 二與 へ 「加 レシウ

ム璽 」・・、 ス コブ ル大 量 二與 ヘ テ ミタ所 、 「加 レシウ

ム盤 」ノ・健 康 ナ動 物 ニ ハ何 等 ノ害 が ナ カ ツ タ が、 結核

性 ノモ ノニ於 テ ハ大 分 部 、 ソ ノ死 期 ヲ早 メ タ。健 康動

物 デ ノ・「ヴィガ ソ トー ル」ヲ與 ヘ タ所 盟 重 が著 シ ク塘 加

シ、 尚 同 時 二石 灰 ヲ與 ヘ タ モ ノモ膿 重 壇 加 が 見 ラ レ

タ。 結 核 性 動 物 デ ノ・、 「ヴィガ ン トー ル」ヲ與 ヘ タ所 、

病 氣 ノ爲 モ ア ロ ウ ガ、盟 重 ガ減 少 シ、同 時 二石 灰 ヲ與

^タ モ ノモ減 少 ヲ早 メ タ.コ レハ恐 ラ ク、石 灰 ヲ ア マ

リニ大 量 二與 へ過 ギタ爲 ト思 バ レル。 結 核 性 動物 二

於 テ ハ、肝臓 、脾 臓 、 腎 臓、 肺 等、個 々 ノ重 量 ノ・壇 加

riソテ ヰ ル。 コ ノ増 加 ノ・絶 封 的 デ ア ツテ 比較 的 デ ノ・ナ

イ。最 モ著 シイ培 加 ヲ見 タ ノノ・脾 臓 デ ァ ッテ、次 イデ

肺 、肝 、 腎 ノ順序 デ アル。 心臓 ハ全 ク攣 リナ カツ タ。

コ レラ ノ各 臓 器 ノ・、 心 臓 ヲ除 イ タ他 ・・総 盟 重 二比 較

シテ何 レ モ著 シ イ培 加 ヲ ミタ。健 康 動 物 デ ノ・、「ヴィが

yb・ 一・)tz」ヨ リモ石 灰 ヲ、 石 灰 ヨ リ モ 「ヴィ)'ンb-一 一

ル 」十石 灰 ノ方 が、各 臓 器 ノ重 量 二攣 化 ヲ奥 ヘ テ ヰ ル。

化 學 的 ニ ノ・、 健 康 及 ビ罹 病 動 物 二封 シテ、 石 灰 ト「カ

リ ウ ム」含有 量 レ ・異 ツテ ヰ ル。 健 康 動物 デ ノ・、 「ヴィ
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ガ ン トー・ル」ヲ與 ヘ タ モ ノノ・肝 臓 及 ビ肺 臓 ノ石 灰 含 有

量 が塘加 シ テヰ ル、 シ カ シ、 「カル シ ウ ムグ ル コ ナー

ト」或 ・・コ レニ 「ヴィガ ソ トー ル」 ヲ加 ヘ タ モ ノデ ハ必

ズ シモ ソ ウデ ナ イ。 結 核性 動 物 デ ・・、肝 、 肺 、脾 ノ石

灰 培 加 が見 ラ レ、 「ヴィガ ソ トー ル」及 ソ レニ石灰 ヲ加

ヘ タ モ ノデ ノ、更 二高 度!石 灰 壇加 がア ツ タ。 「カ リ ウ

ム」含有 量 ニソ イテ別 二攣i化 ガナ1。 注 意 ス 可 キ ノ・、

結 核 性 臓 器 二 化 學 的 及 組 織 學 的 二大 シタ 關係 ノナ カ

ッ タ事 デ ァ ル。(矢 部 拡 抄)

統 計 學 的 二 見 タル鐵 道 從 業 員 り開 放 性 結 核

り輻 機

Fr.Oldenburgu.Chr.Seisoff:Gedaukentiber

dasSchicksaloffentuberku16serEisenbahnerauf

GrundstatischerErheヒungen.

鐵 道 從 業 員 ノ開 放 性 結 核 ノ 輔 機 ニ ツ イ テ730名 ノ患

者 ヲ4ケ 年 間 二亙 ツ テ、 ソノ後 モ2乃 至5年 二亙 ツ

テ統 計 的 二観 察 シタ所 、2年 後爾70%ノ 患 者 が生存

シ テ居 リ、5年 後 モ倫37%ノ 生 存 者 ヲ見 タ。 充分 働

ケ ル者 デ ア ツテ モ、 退 院 後2年 間 二115ナ リ、5年 後

二 ・・1110ニ ナ ツ タ.(矢 部 法抄)

人 工 竃 胸 り最 適 昼 力

D.Meerson:DeroptimalePneumothoraxdruck.

今 日デ ノ・、未 ダ、肺 ヲ虚脱 サ匂 レノニ ドノ程 度 二人工

氣 胸 ヲ行 フ 可 キ カ ト 云 フ事 ニ ツ イ テ ・・一 定 シタ根擦

ア ル解 決 が無 イ。叉、肋 膜 内 ノ「ガス 」ニ ツ イ テ モ、ソ ノ

吸敢 程 度 ノ・少 シ モ 正 確 二測 レナ イ。 コ レ・・圭 トシテ

次 ノモ ノニ關 係 シ テ ヰ ル。即 チ 、肋 膜 ノ解 剖 學 的 獣態

ト、「がス 」ノ性 質、程 度、及 ビ持 績 期 間 ニ ヨル關係 及 又

盧脱 サ レ タ肺 ノ螢 ム 呼吸 蓮 動 、 呼 吸 数 及 ビ深 サ等 二

關係 シテ居 ル爲 デ アル。個 々ノ場 合 ニ モ、注入 ス 可 キ

「が ス」量 ニ ソ イ テ ノ・何 等 ノ標 準 ガ ナ イ
。盧 脱 二必 要 ナ

標 準 トシテ ノ・、大 概 、氣 胸 ノ屋 ノ高 低 ニ ヨツ テ定 メ テ

居 ル。

人 工 氣 胸 ノ最 適 歴 カ トシテ ノ・、 肋 膜 腔 内 ノ最 少 座 力

ガ イ ・、 コ ノ塵 カ デ ノ・副 作 用 がナ ィ カ ラ。 コ ノ歴 力測

定 ニ へ 徐 々二肋 膜 腔 内 ノ踵 力 ヲ上 ゲ テ ユ ク1・、了解

出 來 ル。伺 コ ノ際 、「ガス」ヲ入 レナ が ラ時 々間 隔 ヲ オ

ク トイ イ。 コ ノ最 適 座 力 ヲ測 ル事 ガ非 常;必 要 デ ア

ル事 ガ2,3ア ル。 空 洞 ノア ル肺 デ ノ・歴 力 如 何 ニ ョッ

テ他 肺 二感 染 ヲ起 ス事 が 間 々ア ル カ ラデ アル。 空洞

歴 迫 二際 シテ ハ、 時 ニ ノ・必 要 以上 二 歴 ヲ上 ゲ ル事 モ

ア リ、ヌ,ノ・、感 染 ヲ オ ソ レテ、 必 要 以 下 二下 ゲ ル事 モ
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ア ル。(矢 部 拡 抄)

骨 及 ビ關節 結 核 二於 ケ ル脾 臓 療 法

H.Kuss:MilztherapiebeiKnochen-und

Gelenktuberku】ose.

脾 臓 療 法 ・・、結 核 二封 シテ ハ、翠 ニー 般療 法 ノ補 助 療

法 ダ ケ ノ モ ノデ ア ツテ、決 シテ、結 核 ノ特 殊 療 法 デ ノ、

ナ ク、 コ ノ際 コ ノ 「エ キス 」ノ・新 鮮 デ ア レバ爾 多少 良

好 結 果 ヲ期 待 出 來 ル ト云 フ程 度 デ、遺 憾 ナ ガ ラ、確 實

ナ 成績 ノ・オ サ メ難 イ。(矢 部 法 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル フ リー ドマ ン氏 藥 ノ観 察

RichardMichel:BeobachtungenUberdas

Fr三edmannscheMittelbeiLungentuberkulose.

12名 ノ肺 結核 患 者 二Friedmann氏 藥 ヲ與 ヘ テ観 察

シ タ。6名 ノ・既 二滲 出性 ノ空 洞 ヲ持 ツテ ヰJレ者 、 叉

10名 ハ喀 疾 中 二菌 ヲ認 メ、 時 二揮 力繊 維 ノア ル者 デ

ア ル、 注 射 後 ノ反 慮 ノ・、現 在 、ナ ホ3名 ハ観 察 中 デ ア

ル(ソ ノ連 中・・注射 後 、 肋 膜 炎 、 肺 出血 、 及 喉 頭 結 核

等 ヲ起 シタ爲)。 淺 リ ノ9名 ・・退 院 シ テ、 ソ ノ ウチ3

名 ノ・臨 躰 上 ノ治 癒 ヲ認 メ、4名 ノ・働 ケ ル 程 度 ニ ナ ツ

タ。大 膿 二於 テ 患者 ・・コ ノ藥 二満 足 シタ ラ シイ。 シ カ

シ、コ ノ療 法 モ、他 ノモ ノ ト同様 二病 氣 ノ豫 後 二i封 シ

テ ハ、 尚 疑 問 デ ア ル。(矢 部 法 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXVI.No.2,1932.

結 核 菌 ノ紫外 線 照 射 ノ殺 菌 作 用

EdgarMayerandMorrisDworski;The

bactericicalactionofultravioletirradiations

oftuberclebacilli.

1ac・中2.750.000ヲ 有 ス ル結 核 菌 浮 游液 ・・Kromayer

ノ水 銀 石 英 燈 ノ完 全 紫 外 線 帯 ノ1.42×109ergs/cm2

ニ ヨ リ4分 以 内 デ殺 菌 サv,レ 。 略 く同 ジenergyニ ヨ

リ乾燥 結核 菌 ノ 同濃 度 ノ 浮 游 液 ヲ4分 以 内 二滅 菌 ス

,レ。5.93×106ergs/sec/cm2テv25分 間照 射 ス ル モ ソ

ノ抗 酸性 ヲ攣 更 ス ル ヲ得 ナ イ。 加 熱 固 定 シ然 ル後5

乃 至25分 間 照 射 シタ)レ結 核 菌 ・・分 解 ヲ示 シZehl-Ne

elsen法 ニ ヨ リ染 色 ス)lzモ 不 規 則 デ ア)レ。(寺 尾 抄)

肺 結 核 患者 ノVitamine療 法

活 性ergostero1ヲ 大 量 二與 ヘ テ過 石 灰 血 ヲ

起 ス コ トニ ヨル肺 結 核 療 法

PaulD.Crimm;Vitaminetherapyinpulmonary

tubercu!osis.II.Thetreatmentofpulmonary

tuberculosisbymeansofhypercalcaemiainduced

bymassivedosesofactivatedergostero1.

指 薮10.000ノ 肝 油 ト共 二活 性ergosterolヲ 與 フ レバ

,腸 管 ヨ リCalcium及 燐 酸 璽 ノ吸 牧 ヲ増 加 セ シ ム。5

日ノ間 隔 ヲtキ20滴 宛 ヲ典 フ レバ過 石 灰 血 ヲ起 シ丁

度 適 量 トナル。 コ ノ量 ト間隔 ニ ヨル投 與 法 ノ・血 清 石

灰 濃 度 ノ蓄積 ヲ來 ス。 コ ノ蓄積 作 用 ノ・恐 ク ノ・骨 組 織

aリCalclumガ 移 動 ス ル ノデ ア ラ ウ。 普 通、 初 ニ ノ・

燐 酸 盛 ノ濃 度 ガ暫 ク培 加 ジi欠デCalcium濃 度 ガ高 マ

,レニ ツ レテ次 第 二減 少 ス.Calcium濃 度 ガ療 法 以 前

ノ正 常 値 二復 セバ 同 量 ヲ 反 復 ス ル コ トー ヨ リ 長 期 間

過 石 灰 血 ヲ起 ス コ トガ出來)レ 。 血清 内 ノCalcium濃

厚 トナ ル ノガ止 ム 場合 ニノ・食 慾 減 退 ノ 徴 ヲ早 期 二観

察 シテCalciotoxaemiaヲ 輕 減 セ シ ムル タ メ ニ重 曹 ノ

静 脈 内注 射 ヲ行 フ。活 性ergoster・1・ ・Calciumヲ 増

加 ジ屡 く肋 膜 液 ノ燐 酸 幽 ノ増 加 ヲ來 ス。(寺 尾 抄)

結核 ワ竈候 療 法

EarlH.Bruno;TheChiniatictreatmentof

tuberculosis.

北 米 東 部 地 方 ヨ リ 西 部 地 方 へ 韓 地 療 養 ヲナ ス ノ可 否

二就 テ磐 師 ノ 同 答 ヲ求 メ今 ヤ 氣 候 療 法 上 ノ意 味 ヨ リ

セ バ西 部 二 移 ノレコ トノ・重要 性 ナ リ、 叉 症 状 重 キ モ ノ

ニ ・・氣 候 療 法 二 期 待 ス ル コ ト能 ・・ザ ル モ 輕 症 患 者 叉

ハ氣 胸 療 法 ヲ施 シ タル 者 其 他 恢 復 期 患 者 ニ ハ ヨカ ル

ベ シ ト云 フ。(寺 尾 抄)

竃 胸施 術 患 者 慮 置 上 ノ赤 沈 試 駿

J.W..Cutler;Theblood・sedimentationtestin

themanagementofthepneumothoraxpatient.

過 去3.5年 間 二氣胸 施 術 患 者131名 二就 テ赤 沈 試 験

ヲナ シタ、 コ レ・・内科 醤 が 本 試 験 ヲナ シテ氣 胸 施 術

上 如 何 ナ ル 補 助 トナ ル カ ヲ 確 メ ソタ メ ニ ナ シタ ル ノ

デ アル。 赤 沈 反 磨 ノ・氣 胸施 術 結 核 患 者塵 理 上 ノ鉄 昭

ヲ充 ス モ ノデ ア ル、 殊 二光 線 所 見 ガ 不 明 トナ リ理 學

的 的症 候 が萎 縮 ニ ヨ リ消 失 シタル場 合 ニノ・赤沈 反 磨

二有 数 ナ ル 指 示 ヲナ ス 沈 降 速度 ナ ル モ ノ・・萎 縮 肺 中

ノ結 核 性 機 轄 ノ 活 性 測 定 ノ尺 度 が 活 動性 ガ正 常 二復

ス ル ノ ヲ知 ル最 後 ノ 他 魔 的 指 針 デ アル 。 正 常 二復 ス

ル コ トノ・病 氣 ノ鋲 静 ヲ 示 ス が 病 竈 ノ安 定 ヲ必 ズ示

ス モ ノ デノ・ナ イ。 結 核 竈 ノ 活 動 性 ヲ示 ス垂 直 線 叉 ハ
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斜 カ ラ停 止 性 ヲ示 ス 水 平 線 二 攣 化 ス ル モ ノ ・多 ク ・・

良 好 ナ ル例 ナ ル モ之 ・・諸 症 状 清 失 後 籔 週 、 籔 刀後 ヲ

ヘ ナ ケ レバ 左 様 ニ ノ・云 ヘ ナ イ
。 雨 肺 病 竈 が ア リ ヨ リ

廣 ク侵 サ レタ 肺 二 氣 胸 ヲ施 シ タ ル場 合 二 ・・赤 沈速 度

ノ・少 ク侵 サ レタ肺 二 膣 迫 ヲ 加 ヘ タ 影 響 ヲ決 定 ス ル 意

味 シ カナ イ。 雨 肺 共 ノ 結 核 竈 ガ停 止 セ 子 バ正 常 値 ニ

ノ・ナ ラナ イ。 赤沈 反 慮 ノ・氣 胸 施 術 中 ノ・早 メ ニ少 クモ

1ケ 月1同 、 後 ニノ、2ケ 月 二1同 ノ、試 ス ベ キ デ ア

ル。15mm叉 ・・ソ レ以 上 ノ斜 線 ヲ示 ス ル ノノ・常 二繰 返

ス 必 要 ガ ア ル。 コ ノ場 合 ニ ノ・患 者 二 病 竈 ハ活 動性 デ

再 獲 ノ憂 ア ル コ トヲ警 告 ス ベ キデ ア ル。 患 者 が臨 林

的 二如 何 二 良 好 二見 エ テ ル蓮 動 ノ・注 意 シ テ行 ヒ赤 沈

反 鷹 ヲ行 ヘ バ 反 封 側 ノ再 獲及 増 悪 ヲ防 ギ得 ル。

(寺 尾 抄)

人 工 氣 胸 二於 ケ ル 瓦 斯 分析 り臨跡 上磨 用

Pol.N.Coryllos,H.Konterwith&E.R.

Levine;TheClinicalapplicat三 〇nofGasanalysis

inartificialpneumothorax.

人 工 氣 胸 二 於 ケ ル 量 的 瓦 斯 分 析 ヲ列 序 的 二行 フ 時 ・・

肋 膜 腔 内 二 含有 セ ラ レタ ル 瓦斯 ノ全 量・及 其 中 二起 ル

攣 化 ヲ 決 定 ス,レコ トが デ キ,レ。 カ ク シテ 各 箇 例 二於

テ ノ肋 膜 ノ 瓦斯 吸 牧能 ヲ決 定 シ得 ル。 油 胸 療 法 二於

テ ・・肋 膜 ノ漿 膜 ノ 組 織 學 的 生 理 的 攣 化 ヲ決 定 シ且 ツ

追 究 ス,レ コ トガ デ キ ノレ。 夏 二特 獲氣 胸 ノ診 断 ・・容 易

二且 正確 ニナ サ レ 肋 膜 肺交 通 ノ過 程 ヲ追 究 シ得 ル。

コ ノ五 斯 分析 用 ノ簡 軍 ナ ノレ装 置 ヲ備 へ 本 目的 ヲ有 数

二 逆行 ス ル コ トヲ得 タ。(寺 尾 抄)

腐 生 性 抗 酸 性 菌 二劃 ス ル研 究

HarrietMans6eldThomson;Studieson

saprophyticacd・fostbacteria。

迅 速 二登 育 ス,レ 抗 酸 性 菌 ヲ 分 類 セ ソ トヌ ル 努力 ヲ ナ

シ タ ル ノテ種 々 ノ原株 カ ラ得 タ26株 二就 テ研 究 シタ

研 究 シタ;レ特 色 ハ(1)総 培 養 上 ノ形 状 。(2)培 養 上

種 々ノ温 度 ノ影 響 、(3)炭 水 化 物 ノ利 用(4)Glyeerol

カ ラ ノ酸 形 成 、 く5)軍 純 合 製 培 養 基 上 ノ登 育 、(6)

染 色 阻 止 、(7)食 盤 阻 止 、(8)有 機 盤類 利用 ノ影 響
●

〈9)皮 膚 試 験 ニ ヨ リ、 決 定 サ ル ベ キ天竺 鼠 ノCross

allergicsensitization.(10)天 竺 鼠 二封 ス ル病 源 性 等

デ ア ル。'各 株 ノ間 二於 テ 軍純 合製 培 養 基上 二獲 育 ス

jレカ 、 染 色 阻 止 力 、食 盤 阻 止 力、各種 有 機 魎 使 用上 ノ

カ 、 叉 ノ・天竺 鼠 二i封 ス ル 相 關 關 係 ノ有 無 二就 テ有盆

ナ ル 登 見 ヲナ ス コ トが デ キ ナ カツ タ。 総 培 養 上 ノ形
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状 ヲ根 擦 トシ テ云 ヘ バ(Longノ 合 製 培養 液 ヲ加 ヘ タ

ル 寒 天 斜 面 上 二登 育 ス,レ形状 及 力 ヲ云 フ)各 株 ノ・3ツ

ノ殆 ソ ド均 等 ナ ル群 二 分 ツ コ トが デ キ タ。 コ ノ分 類

・・温 度上 ノ關係 、 炭 水化 物 利用 、Glycerolカ ラ ノ酸

形 成 及 天 竺 鼠 二於 ケ ルCrossallergiesensitizationニ

ヨツ テ出來 タ.

第 一群 、11株 ヨ リナ リ斜 面 上 二 ・・灰 白色 ニ シテ幽 カ

ナ雛 ヲ呈 シ陳 薄 培 養 中 二柔 皮 状 トナ リ移 リ行 ク。50。

デ登 育 ス ル ガ54つ デ ハ停 止 、15。 デ ノ・膿 育S。 デ ノ・停

止 ス ル。 炭 水 源1・ シテGlycerol利 用 シタモ ノ・・、

Glyccrol=リ 酸 ヲ形 成 シテ 此 群 二囲 ス)レー 株 ヲ感 作

シタ ル天 竺 鼠 二饗 シテ ・・皮 膚 反 膳 ヲ起 ス。(炭 水素 源

1・シテdextrose及Manniteヲ 均 シク使 用 シタ カ'

Glycerolナ キ トキ ノ・Long'sagarニ ノ・登 育 シナ カ ツ

タ)。

第 二群(癩 型)癩 菌 株 ヲ比較 シタ、Long'sager二 徐 々

二號 育 シ之 ノ・光 輝 ア ル 色 素 ヲ有 シ 黄 及 燈 色 ヲ呈 スル

40う デ ノ・號 育 シ45'デ ・・時 二獲 育 ス ル が50。 デ ・・全

然 號育 シナ/。 多 ク ノ株 ・・8。 及150デ ノ・登 育 スル。

Glycerol,dextrose及Manniteノ ・炭 素 源 ト シテ役 立

ツ。 コ ノ群 ノ物 ノ・培 養 試 験 モ 動 物 試 験 モ共 二他 ノニ

ツ ヨ リノ・解 繹 困難 ダ。

策 三群(Phlei型)コ ノ群 ノ7株 ・・特 有 デ ア ツ テ斜 面上

二乾 燥 シ タ黄 色 苔 ヲナ シ 不 規 則 二 堆 高 ク ナ ル。54。

デ獲 育 ス ル カ"58つ テノ・、 獲 育 シナ イ、580デ ノ・登 育 シ

ナ イ、6-8「 デ ノ・7日 内 二獲 育 ス ル。 炭 素 源}・ シテ

Glycero1,dextrose及Manniteヲ 取Jレ 。Glycerolヲ

除 イテ モL・ng'sagar上 ニ ノ・非 常 ニ ョ〃獲 育 ス7レ。

Glycero1カ ラノ・酸 ヲ形 成 シナ イ、 コ ノ群 中 ノー 株 デ

感 作 シ タ,レ天 竺 鼠 二封 シテ 皮 膚 反 磨 ヲ 呈 ス,レガ第 二

群 ノ檬 デ感 作 シタ,レ天 竺 鼠 二 於 ケ ル ヨ リハ 弱 イ。 研

究 ノ結 果2株 ノ ミ・・上 記 三群 中 二入 ラナ イ。(寺 尾抄)

Longノ 合 成 培 養 液 上 二結 核 菌 ヲ生 育 セ シ

メ タ ル モ ノ 、化 學 的 攣 化 二關 ス ル研 究

FlorenceE.Hooper,Aliceg.Renfrew&Treat

B.Johnson;AstudyofChemicalchangesacco

mpanyingtheGrowthoftuberclebacilli(H37)

onLong'ssyntheticmedium.

H37ノ 結 核 菌 ノ培 養 濾過 液2列 二於 テ銅 還 元 物 質 二

樹 シテ分析 ヲ行 ツ タ が 其 内一 ハ 炭 水 化 物 分 解 酵 素 ノ・

培 養 菌 敢 取 時 ノ 温 度 ニ ヨ リ(60℃ 、30分)破 壌 サv

タ。 適 確 ナ ル詮 明 二櫨 ツ タ 解 デ ノ・ナ イ ガ 分 析 ノ結 果
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ノ・結 核 菌H37ノ ・濾 過 液 ノ還 元 力 ヲ有 ス ル ガ如 ク見 エ

ル酵 素 ヲ産 生 シナ イ 事 ヲ 暗 示 ス ル。 既 二研 究 シタ他

ノ抗 酸 性 菌 ノ場 合 二 観 タ ル ガ如 ク 培 養 濾 過 液 ノ還 元

力 ・・加 水 分 解 ヨ リ培 大 ス,レ。(寺 尾抄)

Mycobacteriumtuberculosisノ 培 養 二封 ス

ル簡 易 卵 黄 培 地

Wi11iamH.Feldman;Asimplifiedeggmedium

forthecultivationofmycobacterimmtuberculosis.

1929-Mivagliaガ 人 間 ノ感 染 資料 ヨ1,Mycobact .

tuberculosisヲ 直 接 分 離 培 養 ヲナ ス ニ考 案 シ タノレ培 地

デ實 際 上 甚 ダ有 用 ダ が、之 ・・卵黄7ケ 肉 汁、Peptone,

Glycerin,溜 水100cc・ ヲ加 ヘ タ ル容 易 培 地 ノ製 法 ・・次

ノ如 クデ ア,レ。

ユ)… 新鮮 ナル鶏 卵7ケ ヲ湯 デ 洗 ヒSO%酒 精 中 二10

分 間 漬 ケ ル。

2)卵 ノー 端 ヨ リ注 意 深 ク殻 ヲ去 リ卵 嚢 ヲ 滅菌 尖 刀

デ 突破 リ卵 白 ヲ去 リ卵 黄 ヲ滅 菌 瓶 中 二容 レル

:3)Glycerin24qc ・溜 水500c・c.ヲ15確 歴 下 二15分

Autoclaveデ 豫 メ滅 菌 シタ ルll%Glycerine液100c .c.

ヲ卵 黄 二加 ヘ ノレ。

4)卵 黄及Glycerine液 ・・滅 菌eg9-beaterト 試験 管

デ 充分 二混 和 ス ル。

滅 菌 ・・Arnold滅 菌 器 叉 ノ・煮 詰 器 デ行 ヒ、 第1日 ・・

75℃ デ硬 化 セ シメ次 デ85℃1時 間 、 第2日 、 第3

H、 第4日 ニ ハ75(C、 コ時 間 加 熱 ス ル。 培 養基 使 用

前 ニ ハ2日 間37℃ ノ艀 竈 内 ニ オ ク、材 料 ・・疾 ノ尿 叉

ノ・組 織 ヨ リ直接 二 培養 ヲ行 フ コ トヲ得 ル
。 本 培 地 ノ・

1原法 ノ9リ ノ・値 低 廉 デヌ腰 育 モ 原 法 ヨ リ・・勝 レテ居

ル 。(寺 尾 抄)

家 族 内 二 於 ケ ル 結 核 傳 染 ノ 研 究

W.S.Barclay;AstudyoftnberculosisContacts

infamilies.

本 研 究 ハ療 養 所 二於 テ413例 二就 テ行 ソタ モ ノ ダ。

全 部 立像 的 一 爲 眞 ヲ 検 査 シタ モ ノ ダ。100家 族 二就

テ分 析 シ テ見 タ。

傳 染 ジタ ル モ ♪・内21.8%ニ ノ・明 白 ナ)1/結 核 ガ見 ラ

録 837

vタ 。17.2%・ ・活 動性 結 核 デ15.5%ノ ・肺 二病 竈 ガ ア

,レ。 傳染 二曝 露 サ レタ モ ノノ・最 近 治 療 ヲ 受 ケ テ居 ナ

イ者 ノ近 親 者 ダ、感 受 性 家 族 二於 ケ ル モ ノ ノ・非 感 受 性

家 族 二於 ク)tZモ ノ ヨ リモ7倍 ノ 多 キ ニ達 シ 而 モ之 ノ・

特 別 ノ看 親 ト度 々 ノ検 査 ヲ 必 要 トス ル コ トヲ 示 シテ

居 ノレ。5歳 迄 ト15歳 以 後1…5-14歳 二於 ケ,レ者 ヨ

リモ結 核 罹 患 卒 ガ 多 イ。 喀 疾 二曝 露 サVテ カ ラ6ケ

月 が9.7%1年 後 が15.7%ダ ケ登 病 シテ居 ル ノヲ登

見 シタ。 結 核 患 者 ノ生 活條 件 ノ・肚 會 一 般 ノZF均 ヨ リ

ノ・僅 二悪 イ ノ ミ ダ。 虚 弱 叉 ノ・榮 養不 足 ノ・登 病 ニ ノ・絵

リ重 大 關係 が ナ イ様 二見 エル。 絆 経 過敏 ノ・野 心性 ノ・

暢氣 ヌ,ノ・無 精 者 ヨ リノ・多 ク 罹 患 ス ル トノ・思 ヘ ナ イ。

家 庭 内 ノ曉 近 ト云 フ コ トガ 榮 養 不 足 トカ他 ノ経 濟 上

ノ諸條 件 ヨ1,・・重 要 デ ァ ル。 同 一 ノ家 屋 二 佳 シ共通

ノ異物 例 ヘ バ皿 、 手 拭 等 ヲ使 フ者 ハ23.3%結 核性 デ

アノレが同一 室 内 二疲 ル ノ が23.5%同 一 ノ鰻 脈 ヲ使 フ

者 が26・6%・ ・結 核 デ アル。 初 期 患 者 ノ29%・ ・入 院 前

二何 等 ノ 豫 防 策 ヲ講 ジテ ナ イ。 コ ノ調 査 デ ・・父 ガ母

=リ モ傳染 源 トナ ツ テ居 ル ノが多4
。 全 部 二Tuber・

culin試 験 ヲ シタ カ"57.2%ノ ・陽性 デ接 醐 見 ノ・普 通 見 ヨ

リモ遙 二早 クTuberculin陽 性}・ ナ)lz。 種 々 ノ検 査 法

二依 レバ結 核 接 鰯 者 ノ51.1%ハ 明 白ナ 叉 ノ・疑 ノ・シイ

症 状 ヲ最近 二呈 シテ居 タ コ トが剃 ツ タ。 約40%ノ ・家

族 歴 ニ ヨ リ完 全 二診 断 が ソ イ タ。 結 核 接 鯛 見 ノ53%

二 明 白 ナル 叉 ノ・疑 ハ シ キ 理 學 的所 見 ヲ 胸 部 二見 タ
。

S4%ノ ・Tuberculin反 磨 陽性 デS8.4%・ ・X線 デ病 竈

ヲ見 ラ レタ.胸 部爲 眞 二 所 見 ナ キ モ ノノ・非 肺 結 核 者

デ ア ツ タ。 潜 伏 患 者 ナ ル大 多数 ノ 場 合 ニ ノ・陽 性 接 鰯

見 ・・獲 見 ・・困難 ナ ル問 題 ナ ノレコ トヲ示 ヌ.假 令 訪 問

看 護 嬬 ナ リ有 能 ナ ル 結 核 專 門 磐 が 豫 防 的 二活 動 シテ

モ コ ノ種 群 ヲ選 出 ス ル コ トノ・デ キナ イ。 潜 伏 患 者 ノ

登 見 ノ・XWtl眞 二 碕 ル ヨ リ途 ハ ナ イ。 要 ス7レ ニ接 陽

者 ヨ リ早 ク 其 罹 患 者 ヲ登 見 ス'レ ノ ガ 新 時 代 ノ封 結 核

挑 職 ト云 フ ベ ク往 時 ・・讐 師 ガ疑 ・・シ ト診 タ者 ノ中 ヨ

リ之 ヲ登 見 セ ソ トシタ ノハ 既 二 時 世 二遅 レテ居 ル ト

云 フベ キ デ ア ル。(寺 尾 抄)




